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1. はじめに 

当所において定格電流 120 A スマートメーター（以下、

120 A 計器という。）の結線作業は、ユニット式計器につい

ては結線器を装備した試験台(1) (2)の導入により省力化され

ているが、その他の 120 A 計器については電動ドライバ等

を用いて結線作業を行っており、時間と労力を要している。

今回、試験者の作業時間の短縮及び作業負担の軽減を図る

ため、結線作業を自動化する結線器を開発したので、その概

要を報告する。 

 

2. 概要 

 2.1 結線器の仕様及び構造 

本結線器の外観を図１に、主な仕様を表１に示す。 

 

 

図 1 本結線器の外観 

 

表 1 本結線器の接続可能な計器の仕様 

相 線 式 単相２線式、単相３線式、三相３線式 

定 格 電 圧 100 V、200 V 

定 格 電 流 120 A 

定格周波数 50 Hz、60 Hz 

 

本結線器は、当所で開発した定格電流 60 A 計器用自動結

線器（以下、60 A 結線器という。）の構造を踏襲し、エアシ

リンダの駆動により板状の計器端子を接触板で挟み込み結

線する構造とした。 

現行の 60 A 結線器は、計器端子の表側より通電する構造

であるが、本結線器は計器端子を表裏両方向から通電する

構造とし、電流接触板が計器端子と接触する面積を拡大し

ている。また、計器端子を挟み込む機構は、計器端子と結線

器の電流接触板が平行な姿勢を保持した状態で接触する構

造とし、良好な接触状態を実現した。 

なお、電圧接触子は計器端子の裏面の一部に板ばねを用

いて接触させる構造とした。 

 

2.2 結線器の温度上昇特性 

計器の主要製造４社の計器を対象とした場合の結線器の

電流接触板の温度上昇特性を図２に示す。各端子の温度上

昇の平均値は、120 分の通電において最大 20 ℃程度であり、

実用上問題なく使用可能である。 

 

図 2 本結線器の温度上昇特性 

 

3. おわりに 

本結線器は、当所既設の 120 A 計器用試験台の結線器と

外形形状を同等とすることにより、結線器の置き換えを可

能とし、導入費用を抑えている。 

本結線器の導入により、試験者の作業時間の短縮及び作

業負担の軽減の効果が期待できる。 
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※値は、1S、3S、3L、1L 端子の平均値 


